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　火山噴煙柱の三次元構造を調べるために桜島黒神川左岸に設置された鹿児島大学のKuバンド高速スキャン

レーダによる観測を行った．Kuバンド高速スキャンドップラーレーダ（Ku-band Rapid Scanning Doppler

Radar: KuRAD）は，火山噴火に伴って発生する時間変化の激しい噴煙柱や火山灰雲の三次元構造を調べるた

めに2017年3月に鹿児島大学に導入された．表１にKuRADの主な仕様を示す．図１はKuRADによる桜島噴煙

柱観測モードを説明する模式図である．KuRADの主な観測対象は噴煙柱，火山灰雲，降灰及び降水，火砕流な

どである．それぞれの現象を効率よく観測するために、噴火検出モード，噴煙柱観測モード，火山灰雲観測

モードの３種類のアンテナスキャンモードを使い分けている。噴火検出モードは高い時空間分解能で火口直上

をアンテナの方位角と仰角を固定して連続観測するモード（FIXと呼ぶ）である。噴火に伴い形成されるガス

推進領域のドップラー速度および反射因子から噴火の有無や噴煙柱崩壊型の火砕流の発生を監視する。噴煙柱

観測モードは、噴煙柱のガス推進領域から浮力領域を観測するモードで火口直上の噴煙柱の形成過程を比較的

高い時空間分解能で観測する。このため、低仰角のSPIRALスキャンを採用している。火山灰雲観測モードは噴

煙柱から火山灰雲の形成までの全過程を観測するモードである。時間分解能は前の二つのモードには及ばない

が、１分間で噴煙柱と火山灰雲の全体の内部構造を三次元的に観測することができる。このほかのモードとし

て仰角を固定して方位角を変えながら観測するPPI（Plan Position Indicator）スキャンを用いる観測モードが

ある。このモードは、大気下層を広域的に観測するのに適しており、降水の有無に利用可能である。PPIス

キャンと同様に一般的なスキャンモードとしてRHI（Range Height Indicator）スキャンがある。RHIスキャン

は方位角を固定して仰角を変えながら鉛直断面を観測する方法で、噴煙柱の鉛直構造を5～10秒程度で調べる

ことができる。残念ながらKuRADにはRHIスキャン機能はないが、その代わりに、SPIRALスキャンから得られ

る三次元データから鉛直断面を作成する。この方法の利点は、RHIスキャンが方位角を特定する必要があるの

に対して、任意の方向の鉛直断面をとることが出来る点である。ただし、SPIRALの観測に要する時間が1分で

あることから、鉛直断面の下層と上層の観測時間には最大で1分の差が生じることに注意する必要がある。 

 

　2017年4月28日から6月１８日の観測期間中，噴火の回数は約80回ありそのうち爆発的噴火は13回で

あった（鹿児島地方気象台火山班）。噴煙高度が3000m以上の噴火は10回あり、最も噴煙高度が高かったの

は5月2日3:20に発生した噴火で噴煙は火口から高度4000mに達した。図1に三次元解析ツール（ANT3D）を

用いて解析された噴煙柱の発達の様子を示す．
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